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２０２３－２０２４年度 

釧路ベイロータリークラブ会報 

会長方針「広めようロータリーの輪」 

 

  

 

 

 

■ 点  鐘        千葉 潔 会長 

 

■ ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ『我らの生業』 

ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ   貝嶋 政治 君 

 

■ 会長挨拶          千葉 潔 会長 

 皆様、こんばんは。まず始めに、先日10

月 30 日にご逝去されました森会員のお父

様に追悼の意を表し謹んでお悔やみ申し上

げます。またご葬儀のお手伝いをして頂き

ました会員の皆様ありがとうございました。 

 

本日、白糠町教育委員会川島教育長様の所

へ横山幹事・白糠ロータリークラブ片山会

長・森幹事 同席の下、10 月に行いました

植樹事業のご報告と記念品の贈呈を行い、

この事業は 3 年計画事業である事をお伝え

致しました。川島教育長様からは、お礼の

お言葉と共に、「是非来年もよろしくお願

い致します」とのご挨拶を頂きましたので

２０２３－２０２４年度 第１１回（通算第１２０１回） 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ『ロータリー財団月間』【担当】ロータリー財団委員会 

■日時：令和５年１１月７日（火）１９時００分～ ■例会場：ANA ｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ釧路  

【会長】千葉 潔 【幹事】横山 豊 【副幹事】後藤 義信 
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ご報告致します。11 月はロータリー財団

月間です。この財団は国際ロータリーの 6

人目の会長、アーチ・クランフ氏の提唱で

1917 年に基金として発足し、1928 年の

国際大会で「ロータリー財団」と命名され

ました。会員が個人的に寄付して頂く事で

ロータリー財団が成り立っており、財団を

支援する事でグローバル補助金・地区補助

金を活用する事が出来、多くの社会奉仕活

動を行っております。お一人お一人の寄付

額も100＄・150＄と決して安い金額では

おりませんが、1 日飲みに行くのをやめた

り、ゴルフを控えて頂けたりと工夫出来れ

ば、無理な金額でもないのかもしれないと

思ったりしております。これからも地元の

人達にもっとロータリーの事を知って頂

き、地域に愛されるロータリーとして、会

員の皆様と社会奉仕活動を続けて参りたい

と思います。 

■ 幹事報告           横山 豊幹事 

 

１．前回の幹事報告で北ロータリークラブ

のメーキャップが11 月にあるというお

話をしましたが、都合により延期になり

ましたのでお知らせいたします。 

２．11 月 17 日金曜日のワイン例会への

参加締め切りが本日となっております。

参加ご希望でまだ申し込みをされていな

い方は例会終了後、幹事までお願いいた

します。 

３．赤い羽根共同募金への寄付ですが12

月 8 日に釧路市社会福祉協議会に会長、

幹事でお届けします。赤い羽根共同募金

への協力よろしくお願い致します。 

４．例会終了後 3 階華の間で理事役員会を

行いますので、よろしくお願い致しま

す。 

■ 各種記念日の紹介（親睦活動委員会） 

 

【入会記念日】 

 該当者はありません。 

【誕 生 祝】 

該当者はありません。 

【結 婚 祝】  

 該当者はありません。 

☆ 本日のﾆｺﾆｺ献金 

【遠藤委員長宜しくお願いします。】 

千葉潔君、横山豊君、後藤義信君、池田圭樹君、平野

知子君、漆崎隆君、鈴木敏夫君、倉茂義衛君、伊藤広

樹君、貝嶋政治君、植原元晴君 



 

釧路ベイロータリークラブ会報 

3 

 

【本日宜しくお願い致します。】  遠藤若枝君 

☆本日のニコニコ献金         ￥2３,000円 

            累計        ￥322,000円 

・皆さん、ありがとうございました。 

・本日の例会 

「ロータリー財団月間」  

担当：ロータリー財団委員会 

 

・社会青少年委員会 遠藤 若枝委員長 

        

 

皆さん、こんばんは。今日は財団月間卓話と

いうことで、本来であれば森委員長からの

お話でしたが、お休みなので私がお話しさ

せていただきます。どうぞ宜しくお願いい

たします。 

それでは、地区補助金を活用して行われた

白糠 RC との青少年育成植樹事業の報告を

させていただきます。 

（以下資料参照）

 

 

 

 

 

最後に私の感想をお話しして終わりにした

いと思います。心に残ったことは 1 つ目は

子供たちの元気さと一生懸命作業している

姿です。2 つ目は景色の美しさです。3 年後

に美しい花が咲くことを期待しています。

私たちの寄付が様々な奉仕活動に使われた

いることを自覚し、財団寄付をさせていた
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だきたいと思います。 

 

皆さん、こんばんは。ただいま遠藤委員長

より白糠 RC と釧路ベイ RC 合同の青少年

育成植樹事業のお話がありましたが、この

事業のきっかけは今から 5 年前の 2018

年、私がガバナー補佐の時、当時の RI 会

長が地球上にロータリアンの数だけ植樹を

しようという大きな目標を掲げました。当

時、ロータリアンの数は世界中に 120 万

人、2500 地区には 2500 人、第七分区には

315 人いました。そこで第七分区全 8 クラ

ブ合同で開園間もない白糠学園に 315 本の

桜の苗木の植樹を行いました。しかし植え

た苗木が 1 メートルくらいの小さいものだ

ったせいもあり翌年にはすべて鹿に食べら

れていました。それが 3 年後には根から小

さな芽が出ていましたが、それも食べられ

ていて、育てば育っただけ鹿に食べられて

いる状況でした。315 本植えた場所の面積

も非常に広いため、柵で囲う場合には大変

な費用がかかります。これはどうしたらい

いものかと当時責任者だった私は頭を悩ま

していました。それが今回白糠 RC,釧路ﾍﾞｲ

RC 担当者の知恵で大変いい事業にしてい

ただきました。過去の失敗をカバーしてい

ただきました。また、当時はロータリアン

だけで行いましたが、今回は子供たちと引

率の先生も参加して行いました。先に鹿よ

けの柵を作り、苗木も今回は 2 メートルく

らいの大きいものを用意して植えました。

過去の失敗を反省しながら事業をやってい

ただき、実際に現地にいって事業に参加し

たとき、今回担当した方々には大変頭の下

がる思いでした。遠藤さん、今回参加の皆

様大変お疲れ様でした。これから 3 年の事

業ですが、その前の 5 年も含めると 8 年の

事業になるのではないかと思います。また

今回の青少年育成の奉仕活動として参加し

た子供たちも先生や仲間たちと一生懸命作

業していました。彼らが成長するに従って

自分たちで植えた桜に対する愛着はどん大

きくなっていくものと思います。 

釧路ﾍﾞｲﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ出席委員会  出席ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員会 後藤委員長 

在 籍 会 員 数 １９名 賜 暇 / 免 除 欠席 / メイクアップ 出 席 率 

今 週 の 出 席 率 １４名 名 /名 5 名 / 名 ７３．０％ 

 日 修正出席率   名 名 / 名 名 / 名   ％ 

 

 会報・雑誌・IT委 員 長  森 圭一郎：fujitokenkogyo@purple.plala.or.jp                ｸﾗﾌﾞ事務所 

      副 委 員 長  後藤 義信：yoshinob510@outlook.com      釧路市幸町14丁目1-1 ﾉｰｽｺｰﾄｻﾝｽｲ 2階  

委      員   伊藤  広樹：landito@peace.ocn.ne.jp    TEL：（0154）23-6175  FAX：(0154)23-6213 

       委     員   植原 元晴 


